
牧

田

幸

人

教
授

略

歴

一
九
四
二
年

四
月

鳥
取
県
倉
吉
市
に
生
ま
れ
る

一
九
六
三
年

四
月

日
本
大
学
法
学
部
法
律
学
科
入
学

一
九
六
七
年

三
月

日
本
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

一
九
六
七
年

四
月

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学

一
九
六
九
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
六
九
年

四
月

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
入
学

一
九
七
○
年

三
月

京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
中
途
退
学

一
九
八
五
年

三
月

京
都
大
学
法
学
博
士

(

論
法
博
第
六
八
号)

職

歴

一
九
七
○
年

四
月

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
助
手

(

一
九
七
一
年
二
月
ま
で)

三
九
九



一
九
七
一
年

三
月

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
講
師

(

一
九
七
三
年
一
二
月
ま
で)

一
九
七
四
年

一
月

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
助
教
授

(

一
九
八
二
年
三
月
ま
で)

一
九
八
二
年

四
月

島
根
大
学
法
文
学
部
教
授

一
九
九
○
年
一
二
月

島
根
大
学
学
生
部
長

(

一
九
九
二
年
一
二
月
ま
で)

一
九
九
六
年

八
月

島
根
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
教
授

二
○
○
六
年

三
月

定
年
退
職

研

究

業

績

Ⅰ

単
著

国
際
司
法
裁
判
所
の
組
織
原
理

有
信
堂

一
九
八
六
年
九
月

Ⅱ

共
著

国
際
関
係
法
Ⅰ

(

国
際
公
法)

評
論
社

一
九
七
六
年
六
月

現
代
国
際
社
会
の
法
と
政
治

北
樹
出
版

一
九
八
五
年
四
月

Ⅲ

論
文

国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
の
実
際
的
効
果
―
い
わ
ゆ
るpost-advisory

phase
に
お
け
る
諸
問
題
―

法
学
論
叢

(

京
都
大
学)

四
〇
〇



八
七
巻
六
号

一
九
七
○
年
九
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
権
限
―
そ
の
成
立
過
程
と
実
態
―

(

一)

法
学
論
集

(

鹿
児
島
大
学)

六
巻
二
号

一
九
七
○
年
一
○
月

｢

国
際
司
法
裁
判
所
の
役
割
再
検
討｣

問
題
に
関
す
る
一
考
察
―
国
連
事
務
総
長
質
問
書
に
た
い
す
る
諸
国
の
回
答
を
主
な
素
材
と
し
て

(

一)
日
本
法
学

(

日
本
大
学)

三
八
巻
二
号

一
九
七
二
年
一
○
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
機
能

『

変
動
期
の
国
際
法』

田
畑
茂
二
郎
先
生
還
暦
記
念

有
信
堂

一
九
七
三
年
三
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
権
限
―
そ
の
成
立
過
程
と
実
態
―

(

二)

法
学
論
集

(

鹿
児
島
大
学)

八
巻
二
号

一
九
七
三
年
三
月

｢

国
際
司
法
裁
判
所
の
役
割
再
検
討｣

問
題
に
関
す
る
一
考
察
―
国
連
事
務
総
長
質
問
書
に
た
い
す
る
諸
国
の
回
答
を
主
な
素
材
と
し
て

(

二
・
完)

日
本
法
学

(

日
本
大
学)

三
九
巻
一
号

一
九
七
三
年
一
○
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
権
限
―
そ
の
成
立
過
程
と
実
態
―

(

三)

法
学
論
集

(

鹿
児
島
大
学)

九
巻
一
号

一
九
七
三
年
一
二
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
制
度
上
の
若
干
の
問
題
点
―
国
連
に
お
け
る
再
検
討
論
議
を
中
心
に
し
て
―

法
学
論
集

(

鹿
児
島
大
学)

一
一
巻

二
号

一
九
七
六
年
三
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
権
限
―
そ
の
成
立
過
程
と
実
態
―

(

四
・
完)

法
学
論
集

(

鹿
児
島
大
学)

一
二
巻
一
号

一
九
七
六
年

一
二
月

国
際
司
法
裁
判
所
の

｢

基
本
的
組
織
原
理｣

に
関
す
る
考
察

(
一)

法
学
論
集

(

鹿
児
島
大
学)

一
三
巻
二
号

一
九
七
八
年
三
月

国
際
司
法
裁
判
所
の

｢

基
本
的
組
織
原
理｣

に
関
す
る
考
察

(

二)
法
学
論
集

(

鹿
児
島
大
学)

一
四
巻
一
号

一
九
七
八
年
一
○
月

Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｊ
創
設
期
に
お
け
る
安
達
峰
一
郎
博
士
の
役
割
―
一
九
二
○
年

｢
法
律
家
諮
問
委
員
会｣

に
お
け
る
主
張
―

日
本
法
学

(

日
本

大
学)

四
四
巻
三
号

一
九
七
九
年
二
月

国
際
司
法
裁
判
所
の

｢

基
本
的
組
織
原
理｣

に
関
す
る
考
察

(

三)

法
学
論
集

(
鹿
児
島
大
学)

一
五
巻
一
号

一
九
七
九
年
一
○
月

四
〇
一



国
際
司
法
裁
判
所
の

｢

基
本
的
組
織
原
理｣

に
関
す
る
考
察

(

四
・
完)

法
学
論
集

(

鹿
児
島
大
学)

一
六
巻
一
号

一
九
八
○
年
一

二
月

勧
告
的
意
見
機
能
論
の
軌
跡
と
展
開

『

紛
争
の
平
和
的
解
決
と
国
際
法』

皆
川
洸
先
生
還
暦
記
念

北
樹
出
版

一
九
八
一
年
五
月

国
際
海
洋
裁
判
所
の
基
本
構
造

法
学
論
集

(

鹿
児
島
大
学)

一
七
巻
一
・
二
合
併
号

一
九
八
二
年
二
月

国
連
海
洋
法
条
約
に
お
け
る
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
の
法
構
造

(

一)

国
際
法
外
交
雑
誌

(

国
際
法
学
会)

八
二
巻
三
号

一
九
八
三
年

八
月

国
連
海
洋
法
条
約
に
お
け
る
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
の
法
構
造

(

二
・
完)

国
際
法
外
交
雑
誌

(

国
際
法
学
会)

八
二
巻
四
号

一
九
八

三
年
一
○
月

国
際
紛
争
平
和
的
処
理
シ
ス
テ
ム
の
展
開
『

現
代
国
際
社
会
の
法
と
政
治』

深
津
栄
一
先
生
還
暦
記
念

北
樹
出
版

一
九
八
五
年
四

月
国
際
司
法
制
度
の
構
造
と
特
質

(

一)

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

三
一
巻
二
号

一
九
八
七
年
四
月

国
際
司
法
裁
判
所
論
の
一
視
点
―
Ｒ
・
フ
ォ
ー
ク
の
所
説
の
検
討
を
中
心
に
し
て
―

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

三
一
巻
三
号

一
九
八

八
年
二
月

国
連
海
洋
法
条
約
に
お
け
る
紛
争
解
決
制
度

『

海
洋
法
の
新
秩
序』

高
林
秀
雄
先
生
還
暦
記
念

東
信
堂

一
九
九
三
年
九
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
役
割

世
界
法
年
報

(

世
界
法
学
会)

一
三
号

一
九
九
三
年
一
○
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
位
相
と
現
実

日
本
法
学

(

日
本
大
学)

五
九
巻
二
号

一
九
九
三
年
一
一
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
一
断
面

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

三
八
巻
二
号

一
九
九
四
年
八
月

核
兵
器
使
用
の
違
法
性
と
国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見

日
本
の
科
学
者

(
日
本
科
学
者
会
議)

三
一
巻
七
号

一
九
九
六
年
七
月

四
〇
二



国
際
司
法
裁
判
所
の
機
能
展
開

(

一)

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

四
○
巻
一
号

一
九
九
六
年
五
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
シ
ス
テ
ム

『

紛
争
解
決
の
国
際
法』

小
田
滋
先
生
古
希
記
念

三
省
堂

一
九
九
七
年
一
一
月

国
際
海
洋
法
裁
判
所
の
争
訟
権
限
と
判
決

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

四
二
巻
二
号

一
九
九
九
年
六
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
機
能

『

転
換
期
国
際
法
の
構
造
と
機
能』

石
本
泰
雄
先
生
古
稀
記
念

国
際
書
房

二
○
○
○
年

五
月

Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
役
割
と
司
法
政
策

(

一)

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

四
四
巻
一
号

二
○
○
○
年
五
月

Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
役
割
と
司
法
政
策

(
二)

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

四
五
巻
一
号

二
○
○
一
年
五
月

国
際
裁
判
と
日
本

『

紛
争
の
解
決』

(

国
際
法
学
会)

三
省
堂

二
○
○
一
年
五
月

Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
役
割
と
司
法
政
策

(

三
・
完)

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

四
五
巻
四
号

二
○
○
二
年
三
月

Ｉ
Ｃ
Ｊ
選
択
条
項
受
諾
の
現
況

(

一)
島
大
法
学

(

島
根
大
学)

四
六
巻
二
号

二
○
○
二
年
八
月

国
際
司
法
裁
判
所
の
勧
告
的
意
見
の
意
義

『
現
代
国
際
法
に
お
け
る
人
権
と
平
和
の
保
障』

東
信
堂

二
○
○
三
年
三
月

Ｉ
Ｃ
Ｊ
選
択
条
項
受
諾
の
現
況

(

二)

島
大
法
学

(
島
根
大
学)

四
七
巻
二
号

二
○
○
三
年
八
月

冷
戦
後
世
界
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
ス
タ
ン
ス
と
役
割

『
二
一
世
紀
の
国
際
機
構�
課
題
と
展
望』

東
信
堂

二
○
○
四
年
五
月

Ｉ
Ｃ
Ｊ
選
択
条
項
受
諾
の
現
況

(

三)

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

四
八
巻
一
号

二
○
○
四
年
九
月

Ｉ
Ｃ
Ｊ
選
択
条
項
受
諾
の
現
況

(

四
・
完)

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

四
八
巻
二
号

二
○
○
四
年
九
月

選
択
条
項
の
法
理

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

四
八
巻
三
号

二
○
○
四
年
一
一
月

Ｉ
Ｃ
Ｊ
の
勧
告
的
意
見
機
能
の
歴
史
と
将
来
展
望

島
大
法
学

(

島
根
大
学)
四
九
巻
一
号

二
○
○
五
年
五
月

先
占
法
理
と

｢

実
効
性｣

原
則

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

四
九
巻
三
号

二
○
○
五
年
一
一
月

四
〇
三



Ｉ
Ｃ
Ｊ
象
徴
化
は
超
克
さ
れ
た
か
？

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

四
九
巻
四
号

二
○
○
六
年
三
月

四
〇
四



岡

崎

勝

彦

教
授

略

歴

一
九
四
三
年

三
月

愛
知
県
名
古
屋
市
に
生
ま
れ
る

一
九
六
三
年

四
月

早
稲
田
大
学
第
一
法
学
部
入
学

一
九
六
七
年

三
月

早
稲
田
大
学
第
一
法
学
部
卒
業

一
九
七
○
年

四
月

名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程

(

政
治
学
専
攻)

入
学

一
九
七
二
年

三
月

名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程

(

政
治
学
専
攻)

修
了

(

法
学
修
士)

一
九
七
三
年

四
月

名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程

(

政
治
学
専
攻)

入
学

一
九
七
六
年

三
月

名
古
屋
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程

(

政
治
学
専
攻)

博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

職

歴

一
九
七
六
年

四
月

名
古
屋
大
学
法
学
部
助
手

(

一
九
七
九
年
三
月
ま
で)

一
九
七
九
年

四
月

島
根
大
学
助
教
授

(

法
文
学
部)

(

一
九
八
四
年
八
月
ま
で)

四
〇
五



一
九
八
四
年

九
月

島
根
大
学
教
授

(

法
文
学
部)

一
九
八
八
年

四
月

島
根
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
教
授

一
九
九
二
年

四
月

島
根
大
学
評
議
員

(

二
○
○
○
年
三
月
ま
で)

一
九
九
四
年

四
月

島
根
大
学
法
文
学
部
厚
生
補
導
長

(

一
九
九
五
年
三
月
ま
で)

一
九
九
六
年

四
月

島
根
大
学
法
文
学
部
長

(

一
九
九
八
年
三
月
ま
で)

一
九
九
七
年

四
月

島
根
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
研
究
科
長

(

一
九
九
八
年
三
月
ま
で)

二
○
○
四
年

四
月

島
根
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
法
曹
養
成
専
攻
教
授

二
○
○
六
年

三
月

定
年
退
職

研

究

業

績

Ⅰ

単
著

岡
崎
勝
彦
著

『

外
国
人
の
公
務
員
就
任
権』

地
方
自
治
総
合
研
究
所

平
成
一
○
年
三
月

Ⅱ

共
著

現
代
行
政
法
入
門

(

二)

法
律
文
化
社

一
九
八
二
年
四
月

講
義
法
学
青
林
書
院
新
社

一
九
八
四
年
二
月

現
代
地
方
自
治
法
入
門

一
九
八
五
年
一
一
月

四
〇
六



基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
行
政
救
済
法

日
本
評
論
社

一
九
八
六
年
二
月

行
政
法
一
○
○
講

学
陽
書
房

一
九
九
○
年
五
月

現
代
行
政
法
入
門

(

二)
[

第
二
版]

法
律
文
化
社

一
九
九
○
年
六
月

基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
地
方
公
務
員
法

日
本
評
論
社

一
九
九
一
年
九
月

ア
ジ
ア
市
民
と
韓
朝
鮮
人

日
本
評
論
社

一
九
九
三
年
七
月

現
代
行
政
法
の
理
論

法
律
文
化
社

一
九
九
三
年
七
月

共
生
社
会
へ
の
地
方
参
政
権

日
本
評
論
社

一
九
九
五
年
三
月

現
代
に
お
け
る
教
育
行
政

勁
草
書
房

一
九
九
五
年
三
月

現
代
行
政
法
入
門

(

一)
[

第
四
版]
法
律
文
化
社

一
九
九
五
年
四
月

コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
行
政
法
―
行
政
手
続
法
・
行
政
不
服
審
査
法

日
本
評
論
社

一
九
九
七
年
一
○
月

交
通
権
憲
章
―
二
一
世
紀
の
豊
か
な
交
通
へ
の
提
言

日
本
経
済
評
論
社

一
九
九
九
年
七
月

新
現
代
地
方
自
治
入
門

[

初
版
・
第
二
版]

法
律
文
化
社

二
○
○
○
年
九
月
、
二
○
○
三
年
四
月

基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
地
方
自
治
法

[

第
四
版]
日
本
評
論
社

二
○
○
一
年
四
月

｢

定
住
外
国
人
の
被
選
挙
権｣

へ
の
展
望

国
際
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
研
究
会

(

国
際
韓
朝
研
・
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｋ)

二
○
○
一
年
五
月

新
現
代
行
政
法
入
門

(

一)

―
基
本
原
理
・
行
政
作
用
・
行
政
救
済

[
初
版
・
補
訂
版]

二
○
○
一
年
一
一
月
、
二
○
○
五
年
三
月

外
国
人
の
法
的
地
位
と
人
権
擁
護

明
石
書
店

二
○
○
二
年
五
月

二
一
世
紀
韓
朝
鮮
人
の
強
制
ビ
ジ
ョ
ン

日
本
評
論
社

二
○
○
三
年
三
月

公
共
性
の
法
構
造

室
井
力
先
生
古
稀
記
念
論
文
集

二
○
○
四
年
九
月

四
〇
七



Ⅲ

論
文

公
企
業
の
特
許
理
論
成
立
史
序
説

名
大
法
政
論
集

(

名
古
屋
大
学)

第
六
七
号

一
九
七
六
年
三
月

外
国
人
の
法
的
地
位

名
大
法
政
論
集
第
七
五
号

一
九
七
八
年
三
月

審
査
及
び
審
査
の
結
果
執
る
べ
き
措
置

別
冊
法
学
セ
ミ
ナ
ー
地
方
自
治
法

一
九
七
八
年
一
○
月

在
日
外
国
人
の
人
権
に
関
す
る
一
考
察

日
本
平
和
学
会
編
・
平
和
と
人
権

一
九
七
九
年
一
一
月

国
立
大
学
外
国
人
教
員
人
用
特
別
措
置
法

(

案)

の
動
向
と
問
題
点

ジ
ュ
リ
ス
ト
六
九
六
号

一
九
七
九
年
七
月

判
例
批
評�
国
立
大
学
教
員
採
用
の
法
的
性
格
と
司
法
審
査

島
大
法
学

(

島
根
大
学)

第
二
三
巻
第
二
号

一
九
八
○
年
三
月

行
政
法
か
ら
見
た

｢

特
別
措
置
法

(
案)｣

『

大
学
の
国
際
化
と
外
国
人
教
員』

一
九
八
○
年
八
月

原
子
力
防
災
行
政
の
動
向
と
問
題
点
―
そ
の
Ⅰ
国
の
原
子
力
防
災
行
政

山
陰
文
化
研
究
紀
要

(

島
根
大
学)

二
二
号

一
九
八
二
年
三

月
在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位

方
と
民
主
主
義
一
六
四
号

原
子
力
防
災
計
画
の
法
的
性
格

島
大
法
学
第
二
六
巻
第
一
号

一
九
八
二
年
六
月

外
国
人
の
教
育
公
務
員
適
格

ジ
ュ
リ
ス
ト
七
八
一
号

一
九
八
三
年
一
月

原
子
力
防
災
行
政
の
動
向
と
問
題
点
―
そ
の
Ⅱ
島
根
県
原
子
力
防
災
行
政

山
陰
文
化
研
究
紀
要
第
二
三
号

一
九
八
三
年
三
月

運
輸
省

法
学
セ
ミ
ナ
ー
総
合
特
集
シ
リ
ー
ズ
二
三

『

官
庁
と
官
僚』
日
本
評
論
社

一
九
八
三
年
八
月

風
俗
営
業
取
締
法
施
行
条
例

(

島
根
県)

ジ
ュ
リ
ス
ト
八
○
○
号

一
九
八
三
年
一
○
月

サ
ン
セ
ッ
ト
制
度
の
動
向
と
そ
の
問
題
点

島
大
法
学
第
二
七
巻
第
二
号

一
九
八
三
年
一
○
月

公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
住
民
参
加

山
陰
文
化
研
究
紀
要
第
二
四
号

一
九
八
四
年
三
月

四
〇
八



鉄
道
事
業
法
案
の
問
題
点

ジ
ュ
リ
ス
ト
八
六
○
号

一
九
八
六
年
五
月

運
輸
行
政
と
行
政
改
革

島
大
法
学
第
三
○
巻
第
一
号

一
九
八
六
年
七
月

国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
と
交
通
権
―
鉄
道
事
業
法
案
に
即
し
て

法
律
時
報
五
八
巻
一
二
号

一
九
八
六
年
一
一
月

益
田
事
件
に
つ
い
て
―
在
日
朝
鮮
人
の
法
的
地
位
の
一
研
究
素
材

山
陰
地
域
研
究

(

農
山
村)

(

島
根
大
学)

第
三
号

一
九
八
七
年

三
月

監
査
請
求
制
度
の
構
造
と
実
態

島
大
法
学
第
三
○
巻
臨
時
増
刊
号

一
九
八
七
年
三
月

外
国
人
登
録
法

(

案)

の
動
向
と
問
題
点

(

Ⅰ)

自
治
研
島
根

(

島
根
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー)

二
二
一
号

一
九
八
七
年
五
月

外
国
人
登
録
法

(

案)

の
動
向
と
問
題
点

(

Ⅱ)

自
治
研
島
根

(

島
根
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー)

二
二
三
号

一
九
八
七
年
七
月

外
国
人
登
録
法

(

案)

の
動
向
と
問
題
点
(

Ⅲ)

自
治
研
島
根

(

島
根
自
治
研
究
セ
ン
タ
ー)

二
二
四
号

一
九
八
七
年
八
月

憲
法
と
交
通
権

交
通
権

(

交
通
権
学
会)
六
号

一
九
八
七
年
一
二
月

地
域
住
民
と
交
通
権

『

講
座

地
方
自
治
と
住
民』

新
日
本
出
版
社

一
九
八
八
年
一
月

監
査
請
求
制
度
の
意
義
と
課
題

『

講
座

地
方
自
治
と
住
民』

新
日
本
出
版
社

一
九
八
八
年
一
月

宍
道
湖
・
中
海
景
観
保
全
条
例

(

案)

に
つ
い
て

山
陰
地
域
研
究

(

農
山
村)

四
号

一
九
八
八
年
三
月

益
田
事
件
に
つ
い
て

(

続)

島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要
法
学
科
編
経
済
科
学
論
集
第
一
五
号

一
九
八
九
年
二
月

在
日
旧
植
民
地
出
身
者
に
関
す
る
戦
後
保
障
及
び
人
権
保
障

(

案)
の
意
義
と
課
題

青
鶴

(

チ
ョ
ン
ハ
ク)

(

在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
問

題
学
習
セ
ン
タ
ー)

二
号

一
九
八
九
年
七
月

公
務
員
へ
の
外
国
人
採
用

青
鶴

(

チ
ョ
ン
ハ
ク)

三
号

一
九
九
○
年
七
月

地
域
別
格
差
特
別
運
賃
制
度
導
入
に
際
し
て
の
異
賃
率
換
算
通
算
方
式
の
違
憲
性

交
通
権
九
号

一
九
九
一
年
四
月

四
〇
九



景
観
条
例
に
つ
い
て

(

上)

―
住
民
に
よ
る

｢

景
観
保
全
条
例
案｣

と
の
比
較

山
陰
地
域
研
究

(

農
山
村)

第
九
号

一
九
九
三
年
三

月
公
企
業
の
特
許
理
論
の
成
立
―
ド
イ
ツ
鉄
道
事
業
特
許
の
法
的
性
格

島
大
法
学
三
六
巻
四
号

一
九
九
三
年
三
月

委
任
の
範
囲

(
三)

別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
行
政
判
例
百
選
Ⅰ

(

第
三
版)

一
九
九
三
年
四
月

ド
イ
ツ
鉄
道
事
業
特
許
学
説
史

(

公
私
混
合
理
論)

名
大
法
政
論
集
一
四
九
号

一
九
九
三
年
九
月

外
国
人
の
地
方
参
政
権
の
法
的
性
格
―
定
住
外
国
人
の
地
方
参
政
権
に
即
し
て
―
行
政
研
究

(

行
財
政
総
合
研
究
所)

一
八
号

一
九
九

三
年
九
月

景
観
条
例
に
つ
い
て

(

下)

―
住
民
に
よ
る

｢

景
観
保
全
条
例
案｣

と
の
比
較
―

山
陰
地
域
研
究

(

農
山
村)

第
一
○
号

一
九
九
四

年
三
月

在
日
外
国
人
の
政
党
活
動
の
法
的
性
格

自
治
権
島
根
三
○
二
号

一
九
九
四
年
三
月

外
国
人
の
地
方
参
政
権
―
地
方
自
治
体
に
お
け
る
外
国
人
の
政
治
参
加
―

公
法
研
究

(

日
本
公
法
学
会)

五
六
号

一
九
九
四
年
九
月

ド
イ
ツ
に
お
け
る
地
方
自
治
制
度

法
律
時
報
六
六
巻
一
二
号

一
九
九
四
年
一
一
月

定
住
外
国
人
と
地
方
参
政
権

法
学
セ
ミ
ナ
ー
四
八
二
号

一
九
九
五
年
一
月

定
住
外
国
人
の
地
方
自
治
体
に
お
け
る
選
挙
権

法
学
教
室
№
17

一
九
九
五
年
六
月

外
国
人
の
公
務
就
任
権

(

一)

―

｢

制
約
基
準｣

(｢

当
然
の
法
理｣)
の
形
成
と
展
開
―

自
治
総
研

(

地
方
自
治
総
合
研
究
所)

二
○

三
号

一
九
九
五
年
九
月

外
国
人
の
公
務
就
任
権

(

二)

―

｢

制
約
基
準｣

(｢

当
然
の
法
理｣)

の
形
成
と
展
開
―

自
治
総
研

(

地
方
自
治
総
合
研
究
所)

二
○

四
号

一
九
九
五
年
一
○
月

四
一
〇



在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
地
方
参
政
権
保
障
―
立
法
の
不
作
為
に
対
す
る
違
憲
性
に
即
し
て
―

島
大
法
学
三
九
巻
第
四
号

一
九
九
六
年

三
月

日
本
の
戦
争
責
任
と
戦
後
補
償
の
法
理
―
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
に
即
し
て
―

自
治
研
島
根
三
二
二
号

一
九
九
六
年
五
月

外
国
人
の
公
務
就
任
権
―

｢

戸
籍
条
項｣

と
の
関
わ
り
に
即
し
て
―

月
刊
自
治
研
六
月
号

(

自
治
研
中
央
推
進
委
員
会)

一
九
九
六

年
六
月

外
国
人
の
公
務
就
任
権
―
五
・
一
六
判
決
に
即
し
て

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
〇
一
号

一
九
九
六
年
一
一
月

外
国
人
の
地
方
公
務
員
就
任
権
―

｢

当
然
の
法
理｣

の
崩
壊

[

法
律
時
評]

法
律
時
報
六
九
巻
三
号

一
九
九
七
年
三
月

外
国
人
の
公
務
就
任
権

(

三)
―

｢
当
然
の
法
理｣

の
崩
壊
―

自
治
総
研
二
二
六
号

一
九
九
七
年
八
月

外
国
人
職
員
登
用
の
新
動
向

自
治
総
研
二
三
九
号

一
九
九
八
年
九
月

外
国
人
の
地
方
公
務
員
任
用
判
例
の
動
向

島
大
法
学
四
二
巻
四
号

一
九
九
九
年
三
月

出
雲
二
一
世
紀
産
業
振
興
条
例

(

平
成
一
○
年
三
月
二
七
日
出
雲
市
条
例
等
一
八
四
五
号)

ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
六
四
号

一
九
九
九
年

一
○
月

｢

戦
後
補
償
裁
判｣

の
現
状
と
課
題

季
刊
Ｓ
ａ
ｉ

(
大
阪
国
際
理
解
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー)

三
三
号

一
九
九
九
年
一
二
月

委
任
の
範
囲

(

三)

別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
行
政
判
例
百
選

(
第
四
版)

二
○
○
○
年
二
月

外
国
人
地
方
参
政
権
問
題
の
動
向
―
二
一
世
紀
の
共
生
社
会
の
た
め
に

[

法
律
時
評]

法
律
時
報
七
二
巻
一
二
号

二
○
○
○
年
一
一

月
永
住
外
国
人
の
公
務
就
任
権
―
参
政
権
保
障
と
の
関
わ
り
に
即
し
て

都
市
問
題

(

東
京
市
制
調
査
会)

九
二
巻
四
号

二
○
○
一
年
四

月

四
一
一



司
法
制
度
改
革
と
外
国
人

法
律
時
報
七
三
巻
七
号

二
○
○
一
年
六
月

定
住
外
国
人
と
地
方
被
選
挙
権
保
障
の
法
理

法
律
時
報
七
三
巻
一
○
号

二
○
○
一
年
一
一
月

地
方
公
務
員
任
用
と
国
籍
条
項
―
公
務
員
に
関
す
る

｢

基
本
原
則｣

(

当
然
の
法
理)

の
崩
壊

島
大
法
学
四
五
巻
四
号

二
○
○
二
年

三
月

裁
判
報
道
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

島
大
法
学
四
六
巻
四
号

二
○
○
三
年
二
月

認
知
さ
れ
な
い
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
朝
鮮
人
被
爆
者

(

翻
訳)

島
大
法
学
四
八
巻
三
号

二
○
○
四
年
一
一
月

日
本
人
に
な
る
こ
と
―
日
本
人
の
人
権
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
つ
く
り
あ
げ
る
国
籍
法
の
役
割

(

翻
訳)

島
大
法
学
四
八
巻
四
号

二
○
○
五
年
三
月

自
治
体
に
お
け
る
外
国
人
の
公
務
員
就
任
権

法
律
時
報
七
七
巻
五
号

二
○
○
五
年
五
月

最
高
裁
判
決
の

｢

意
義｣

と
限
界

Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｋ
通
信
九
四
号

二
○
○
六
年
二
月

非
正
規
職
員
に
お
け
る
給
与
条
例
決
定
主
義
の
法
的
性
格
に
つ
い
て
―
公
立
学
校
特
別
職
非
常
勤
講
師
の
法
的
地
位
に
即
し
て

島
大
法

学
四
九
巻
四
号

二
○
○
六
年
三
月

四
一
二


